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　　  　 　― 熊本県人吉市大畑
ひとよしし　　　　おこば

校区 ―

【校区の状況】

　  中山間地に位置し坂道が縦横無尽に走る。病院もスーパーもなく。人口1,521人、

  高齢化率44.5％の限界集落が目前。などの多種多様な地域課題（生活環境）が潜在。

　  ただ、そこには歴史が刻んだ産業遺産群が連なる文化的価値や住民、地域間の強

  固な連携意識が宿り、他校区に誇れる自然環境、人的資源が地域土壌に存在する。

　　 　（昔は）  　（今は） 　（共通の嘆き）

　　　・各町内に商店があった。 　・何もかもなくなり、 　・買い物、病院受診等
　　　・路線バスが走っていた。 　　人は減り、高齢者と 　　が大変、せめて公共
　　　・診療所があった。 　　一人暮らし世帯が増加 　　交通の整備でも・・・

【協議体設置までの道程】

　『協議体』という新たな枠組みで、校区のピンチを切り開く！
　　　その母体を「大畑校区社会福祉協議会」とすることで発車

　H30.5 H31.3

【取組みの方向（推進体制の強化）】

　最大の強み『現活動基盤』を活かした持続可能な体制づくりの措置！
　　　町内単位の『小地域ネットワーク活動（地縁組織等の集合体）』の機能強化

　■各地縁団体役員任期の１年間重複制の導入
　　　役員交代後の１年は、旧・新役員が一緒に活動し、
　　　負担軽減（安心感）と、組織活動の安定強化を図る

　　　小地域ネットワークを土台に「町内別地域支え合い
　　　推進会」をおき、事業の後押しと町内活動の拡充を図る

【目指す事業推進の基本成果】

　　＊ 住民主体、地域主導の確立による自主機能の発揮

　　　　＊ 結果を急がず、今ある体制での持てる機能の最大発揮

　　　　　＊ 町内自治活動の安定充実による協議体活動との相乗効果

　■協議体支援体制の充実に向けた組織再編

校区ならではの視点

 着地点
 協議体の充実＝元気な活動

背景

　実践①
（役員の
 安定確保）

　　　＜潜在する課題＞ 　＜体力強化措置＞

・担い手の安定確保
・世代交代の円滑化
・組織運営の健全化

　・役員のなり手がない
　・役員の高齢化
　・情報共有の希薄

  実践②
 (事業の
 円滑推進）

主眼

主眼
「住民主体」とは？
から始まり。以後は
地域主導で進捗 ❕

背景
基調講演を挟み盛大に
行われた協議体発会式
※活動拠点をコミセンに併設要）時間をかけ、じっくりと、遠回りしてでも確実な第一歩を選択 ‼

　　　　町内毎の小地域ネットワーク
　　　　ネットワーク推進会議の様子

≪とことん話し合うバイ　”地域のこだわり”≫
　　地域づくりの源は『協議体』に、協議体づくりは地域の納得から‼　

　　　100年の歴史を経た大畑駅で
　　　毎週、地域の高齢者が出迎え
　　　おもてなしを行っている。

概要

窮状
　 ・免許証返納
　　　 にブレーキ
　 ・タクシー代
 　　だけでも大変

　　　　　大畑駅に連結するループと
　　　　　　スイッチバックを走るななつ星

目的：校区の自主性尊重による、目指す第２層（小学校区）協議体の創造と土台にある構成町内の体力強化

ポイント：「身の丈に合った協議体の設置」を踏まえた「住民の知恵と工夫」による負担のない事業推進 ‼

＜入口（難問）＞

・現活動充実の自負

（限界、負担感）

・担い手人材の不足

＜打破（実践）＞

校区住民の相互理解

・10回超の役員等協議

・地区別座談会の実施

＜協議体設置・SC配置＞

設立発会式の開催

・住民主体、地域主導の

合意形成（気運醸成）

②
協
議
体
の
編
成

地域の強力な組織力と実践力を底力に、地域の特色にある弱みを強みで補完することで、将来につながる安
全、安心の校区社会の実現を目標に、校区一丸となり、その原動力となる「協議体」の設置に全力を傾注した。

地域づくりの源は「協議体」に、
協議体づくりは地域の納得から !!
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